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ラテンアメリカ社会の国際化とリージョナル化の動向
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�、はじめに

ラテンアメリカ諸国は勿論のこと、世界諸国の今日における国際化は、急速に進展するグローバ

リゼーションの影響を強く受けている。��世紀後半のグローバリゼーションでは、自由貿易����

���� ���	��の拡大、諸外国を連携した生産システムの統合と海外投資の拡大、情報通信の技術

革新による情報交換の高速化とリアルタイム性の向上、流通と移動の高速化、労働力のボーダーレ

ス化、金融市場のグローバル化、各種の国際的な規格の統一化�多くのグローバル�スタンダード

の出現�などが進み、国家、経済、技術、文化や人々の交流の面において新たなボーダーレス社会

を築き、国境を越えた交流を活発にしている。また、市場経済政策の導入が世界全体に広がり、民

営化と自由化がかってないほど大幅に前進した。

この現代の潮流は、ラテンアメリカ諸国及び世界諸国において、市場経済の開放政策と企業のグ

ローバリゼーションに強い影響を及ぼし、経済的な立地を中心とした国際化の推進、世界システム

における地域の連携と域内貿易の流動性と緊密化の促進、先進諸国を中心とする中核市場との関係

を視野に入れた地域統合政策の促進、さらには、地域統合が成立した地域間同士の連携を考慮した

地域統合�リージョナル化�が進展している。特に、アメリカや欧州を中心とする中核市場との連

携の強化を視野に入れた地域統合が活発化している。

一方、グローバル化と地域統合が進展する中で、新たに地域間格差が拡大しており、格差の縮小

を命題にした貧困改善政策に新しい問題を投げ掛けていることも忘れてはいけない。

本稿では、ラテンアメリカ諸国における地域統合を中心とする国際化の動向及び地域統合形態と

自由化の方向性、ならびにラテンアメリカと市場経済に最も強い影響力をもつアメリカと連携する

地域統合事例として注目される
����について考察する。

�、����年代からのラテンアメリカの変貌

���ラテンアメリカの国際化

国際化の視点では、国家、経済、技術、文化、交流などの多面的要素を踏まえ考察する必要があ

る。しかし、国際間の連携と今日のグローバリゼーションの進展の様相を考慮した場合には、市場
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経済と企業のグローバリゼーションが中心となる。

ラテンアメリカ諸国では����年代に経済成長が大きく停滞し、経済的に苦難の��年であった

が、��年代になって回復と成長に入り、経済活動が再び活発化し、域外諸国の注目を浴びるよう

になった。

ラテンアメリカ諸国が経済回復を果たした��年代は、アメリカ、欧州、アジアを中心とする域

外諸国では、グローバル化が進み、金融市場の自由化、貿易の自由化と技術革新が急速に進展した｡

このような周辺の状況下に置かれたラテンアメリカ諸国は、経済政策の新たな政策課題としてグロー

バル化の中における国際化をいかに進めるかが重要になった��。この課題解決策としてラテンアメ

リカ諸国の多くの国では、��貿易の自由化、��海外からの直接投資の拡大、��貿易の拡大と

地域統合の推進を主とした自由化の推進と地域統合政策を導入した。ラテンアメリカを取り巻く地

域主義では、本来、国際関係の全般について実践されるべきところであるが、経済的側面を中心に

した地域統合が主体となっている。地域統合は、市場規模の拡大をもたらす効果があり、企業が地

域市場で競争力と市場規模に合わせた生産規模を実現することにより、中長期的には域外への輸出

が可能になる。このような視点から地域市場は企業の国際化のための基盤になり得る。特に、ラテ

ンアメリカ諸国は言語、文化の同質性が高く、距離的に比較的近く、取引におけるコストを低くす

ることができる利点をもっている��。これまでのラテンアメリカ諸国の市場経済は、保護主義的で､

かつ、中心企業の多くは国有化されて閉鎖的であった。また、域内の貿易自由化に関しても加盟国

の利害が対立し、自由市場形成の促進が阻まれ初期の目的を達成できなかった��。さらに、��年

代の経済の停滞は地域統合の構想を形骸化し進展しなかった背景があるが、��年代に入り諸外国

の自由化の影響を受け政策方針が貿易の自由化と地域統合の促進へと大きく変革した。

���ラテンアメリカ地域主義の基本的背景

ラテンアメリカにおける��年代に活発化した地域統合は、新しい胎動ではなく����年代にす

でに幾つかの枠組みが存在していた。��年代のそれは、前述したように保護主義的な背景のもと

で『市場を共有し、大きな市場を形成することにより輸入代替工業化の直面する課題の解決が図れ､

各国にとって利益となるような経済促進のための制度機構について、隣接する諸国間で検討され

た』��ものであった。��年代の新しい地域主義の台頭は、世界的なグローバル化の動向、地域に

おける市場規模の拡大、周辺の諸情勢を考慮した上で経済自由化の推進に必要不可欠な要素を盛り

込んだものといえる。

第二に考慮される点は、米国の対外貿易政策の変更に伴う地域主義への参加に起因する。米国の

対外貿易政策は、����年代末までは	
����を中心とした複数間の国が参加した貿易協定の

マルチラテラルと二国間協定を中心とするバイラテラルを基本としていた。しかし、��年代では

政策方針の転換を図りリージョナリズム政策を強めた。特にブッシュ大統領は、����年に米州支

援構想����������� ��� ��� 
������� ������������を発表した。この構想では、アンカレッジか

らティエラ�デル�フエゴまでの米州大陸を網羅する自由貿易地域とする広大な地域統合を行うも
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のであった��。また、����年��月のキューバを除く全ての北米�南米���カ国�諸国が出席し

たマイアミ�サミットで米州自由貿易地域���		�設立の合意を得た。��		創設までの経緯を

図表�－�に示す。さらに同年、米国はカナダ、メキシコと
	��	�
��� 	������ ���

���� 	��������を設立させた。

第三は、経済回復に伴う域内貿易の拡大を上げることができる。これは、ラテンアメリカ諸国の

マクロ経済の安定化が進み、経済成長が回復に向かったからといえる。図表�－�、�－�に����

年代からのラテンアメリカ地域の経済成長状況を示す。��年代後半から経済成長の回復の兆しが

見られ、特に、��年代になると����の年成長率で推移し��年と��年には����の高い成長率

を上げた。また、��年から��年に掛け物価上昇率も大幅に沈静化し経済の安定化が進展している｡

域内先進国のアルゼンチンでは��年���年����、����の高い成長率であったが、経済の破綻

により��年以降マイナス成長率になっている。しかし、����年のメキシコを除いて��年以降ブ

ラジル、メキシコ、チリでは比較的高い成長率を維持している。

図表�－� ����創設への動き

図表�－� ラテンアメリカの経済成長
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図表�－	より作成

成
長
率
（


）

���� ���� ���� ���� ����

出所�武部昇『ラテンアメリカ地域統合の現状と課題』�社�ラテン�アメリカ協会、����、�月号、頁表	より
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図表�－� ラテンアメリカ諸国の経済成長

�、拡大するラテンアメリカ地域統合

���ラテンアメリカの地域統合をめぐる動き

��年代に入り、ラテンアメリカ地域におけるリージョナル化の推進には、アメリカのリージョ

ナル化政策の転換による大きな影響を無視できなくなった。アメリカは北米と中南米を包括する壮

大な市場統合を目指しており、アメリカの市場支配の構想に組み入れられようとしている。この動

きは、アメリカ主導による��年にマイアミで中南米��カ国が集まり開催された米州サミットでの

��		の設立の合意であり、アメリカのリージョナル化政策の具体的な実現事例として、同年のメ

キシコ、カナダを含めた
	��	の発効をあげることができ、アメリカによるラテンアメリカを包

含するリージョナル政策が強力に推進されていることの証といえる。このようなアメリカの動きに

対して、ラテンアメリカ諸国は二つの視点で動いている。一つ目は、アメリカの市場支配下に入る

ことへの強い懸念であり、二つ目は、膨大なマーケットを持つアメリカは魅力のある市場で、域内

のリージョナル化の推進と並行しアメリカとの協調を模索する動きである。この二つの動静は、ア

メリカからの独立性を保持したいとする政策と、アメリカ市場を獲得したいためアメリカに接近す

るという、相反するところがあり、ラテンアメリカ諸国の難しさがある。

ラテンアメリカ諸国のこのような背景の中で、ラテンアメリカのリージョナル化の方向性を示す

地域統合の事例として、二つの事例を上げることができる。域内の地域統合を進める事例として、

アルゼンチン、ブラジルを主体とした南部南米共同体��������������� ����� ���

���、参加国アルゼンチン、ブラジル、ウルグアイ、パラグアイ�を上げることができ、アメリカ

との協調を最初から視野に入れた事例として、メキシコの
	��	への参加がある。また、
	��

	へは、チリも参加表明をしており、一方では、������への参加を表明しブラジルから


	��	への参加について反発され、������への参加が懸念されている。

ラテンアメリカの��年代におけるこの他の地域統合体は中米共同市場��	����������
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＊下記�表より編集、���	－��及び����－�	のデータは�		�年版、���年以降データは�		�年版
出所������『������� ����������� �� � ����� ������ ! �" ����#�』�		�、�－��、���

�����『������� ���������� ��� ����"��$』�		�、%�#"� �－�、��
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デス共同体��������	
��� �
��
���が存在する���。

これらの地域統合体の規模を図表�－�に示す。

図表�－� ラテンアメリカの地域統合体別の規模�����年�

���拡大する地域統合

関税貿易に関わる基本理念は、�������
��� �������
� �
 ������ 
� �����関税貿易

一般協定�の定めによる。第�条で最恵国待遇����� ������ 
���
�を基本的原則に定め、第

�条で内国民待遇�
���
� ������
��が規定されていて、貿易における完全自由化�無差別�を

原則としている。

拡大する地域統合に見られる地域主義では、参加加盟国間の優遇措置を認める内容が協定に含ま

れ、これは、����の基本理念に反する。一方、第��条で自由貿易地域���������－����

���、関税同盟��	����� 	
��
�を認めている。これらの地域主義の原則に基づく経済統合の

形態に、自由貿易地域と関税同盟のほかに、共同市場、経済連合がある。ラテンアメリカにおける

地域統合体と形態別分類を図表�－�および図表�－�に示す。この図表から明らかなように、��

年代以降の地域統合の動きは拡大しており、二国間協定�バイラテラル�や地域統合体と単独国、

地域統合体同志�マルチラテラル�の連携が域内外を含め進んでいる。マルチラテラルの典型的な

例として�����を上げることができる。さらに、メキシコ、チリが各種の地域統合体や諸外国と

協定を締結するための活動と交渉を積極的に展開していることがわかる。

図表�－� ラテンアメリカ地域の地域統合の形態と動向
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出所�福井千鶴『ラテンアメリカ社会のリージョナル化』地域政策研究�高崎経済大学�、����年、��頁�浜口伸明編『ラテ
ンアメリカの国際化と地域統合』アジア経済出版会、����年、�頁、表�を編集�

関 税 同 盟 自 由 貿 易 地 域
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���地域統合に含まれる経済政策

地域統合による市場形成形態は、前章で述べたように自由貿易地域�����型、関税同盟型、

共同市場型、経済連合型がある。ラテンアメリカ地域では自由貿易型と共同市場型の�形態が主流

となっている。共同市場型は中米共同市場、アンデス共同体、カリブ共同体と最も大きな市場を形

成している���	
���である。自由貿易型は図表－�に示すごとく�����はじめ多数存在す

る。

図�－� メキシコとチリの主要地域統合の動向
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表－�より編集
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�、メキシコの地域統合事例

��� �����

� �����の成立

��������	
� ��	���� �	 �	�� ��	��
�北米自由貿易協定�はアメリカ、メキ

シコ、カナダの北米地域�カ国により、域内の関税�非関税障壁を軽減し、投資を自由化し、大き

な市場で域内の経済交流を活性化し、域内の経済発展を狙う目的で協定が締結され、����年�月

�日発効し、巨大な自由貿易地域が出現した。メキシコはこの�����の協定が成立したことによ

りアメリカを相手にした大きな市場を確保することができ、域内貿易の拡大により大きな経済効果

を得ることができた。

� メキシコの貿易拡大

����年から����年におけるメキシコの輸出�輸入状況は図表�－�に示すごとくで、�����

締結以前の年の貿易額を基準に、�����締結後の����年のアメリカ向け輸出の伸びが������､

輸入の拡大が�����と飛躍的に拡大している。また、メキシコの世界向け輸出額に占めるアメリ

カの割合は������、輸入の占める割合は������で、輸出入ともにアメリカ市場が大きな割

合を占め、メキシコにとってアメリカは非常に大きな市場になっている。カナダ市場は輸出が	�
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��、輸出が����で割合はそれほど大きくない。

図表�－� �����域内におけるメキシコの貿易

��� ��自由貿易協定

メキシコはアメリカのみならずラテンアメリカ諸国との関係を強化しようと早くから努力してき

た。��もメキシコの対ラテンアメリカ諸国対策の一環として捉えることができる。��自由貿易協

定は、����年�月��日メキシコ、ベネズエラ、コロンビアの�カ国により調印され、��年�月�

日に発効した。��の自由貿易協定を締結するに至った理由の一つに石油政策を挙げることができ

る。ラテンアメリカ域内で�大産油国であるメキシコとベネズエラが��	
年代における中米諸国

の政治的�経済的混乱期に有利な条件で石油を供給する目的で連携に加えて東西冷戦の中で泥沼化

していた中米紛争に関して解決を図るべくメキシコ、コロンビア、ベネズエラ、パナマが連携を図っ

たことが��締結への発端になった。この��は、中米�カリブという広い地域の枠組みの中で経済

社会開発を見据えておりメキシコのラテンアメリカ政策を覗わせることができる。

����によるメキシコの貿易の拡大は、労働集約的なものが多く、メキシコ国内における資本�

技術集約的な部門は淘汰されることになる。この����で不利になっていく部門を他のラテンア

メリカ諸国に振り向けることで不利益化する部門の生存が図れるとしている。メキシコからコロン

ビアへの製造業の輸出は図表�－�に示すごとくで、����年�����年で大幅に増加している。中

長期的に観測する必要があるが、この貿易実績から見る限りにおいてメキシコは初期の目的を実現

し、��の協定は有効な協定となっている���。

図表�－� メキシコの��諸国への貿易

出所�浜口伸明編『ラテンアメリカの国際化と地域統合』アジア経済出版会、����年、��頁表�より編集
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�、おわり

グローバリゼーションとリージョナリズムが進展する世界的な潮流のなかで、ラテンアメリカの

リージョナル化は多面的に進展している。即ち、ラテンアメリカ諸国内で地域化を進展させようと

する動きとアメリカ市場との連携を狙いとした二つの動きが挙げられる。また、ラテンアメリカを

構成する主要国、特に、ブラジル、メキシコ、チリは域内およびアメリカとの連携を強化しようと

積極的な地域政策を展開している。ブラジルにおけるアルゼンチンを巻き込んだ������	�の

協定による大きな市場の形成、メキシコの
���への参加によるアメリカ市場へのアプローチな

どをラテンアメリカのリージョナル化の事例として挙げることができ、その地域市場の形成におい

て貿易の拡大が図られ、各々の国において経済効果があることがわかった。メキシコの
���加

盟においては、アメリカ市場との貿易が輸出入双方向において拡大しているが、特に輸出において

飛躍的な拡大があったことがわかった。

この考察の結果、国内市場のみの経済活動では経済的成長が望めず、周辺国との連携強化、即ち､

国際化の促進と地域統合を中心とするリージョナル化による市場拡大を図った経済政策がラテンア

メリカ諸国で積極的に展開されていることが検証できた。また、地域統合による市場拡大が貿易の

拡大を生み経済的な効果をもたらしていることが併せて検証できた。

�ふくい ちず�日本大学国際関係学部専任講師�高崎経済大学経済学部非常勤講師�
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